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Chemistryには、“人と人との相性・関係・つながり”という意味もあり、上記グループ理念は、「“Good
Chemistry for Tomorrow”すなわち、人、社会、そして地球環境のより良い関係を創ることを目指し、
活動していく」という企業姿勢を表現しています。

三菱ケミカルホールディングスグループのCSRの考え方

企業活動の基盤は社会からの信頼にあるとの認識
に立ち、企業の社会的責任を自覚するとともに、
事業活動を通して社会に有用な価値を提供してい
きます。
そのためには、個々の事業活動において、それ

が社会に有用な価値を提供しているか、社会から
の信頼を得られているかを絶えず検証し、自らを
より良い方向にかえていくことが求められます。
三菱ケミカルホールディングスグループは、グル
ープ理念を実践することにより、持続可能な社会
の実現に貢献し、社会からの信頼を得ていきたい
と考えています。

三菱ケミカルホールディングスグループ理念

三菱ケミカルホールディングスグループのCSRの考え方
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ステークホルダーの皆様の信頼を得、

社会への貢献を図るために

2008年4月、三菱樹脂、三菱化学ポリエステ

ルフィルム、三菱化学産資、三菱化学エムケー

ブイの4社と、三菱化学の機能材料事業部門が

再編・統合し、新生・三菱樹脂グループが誕生

して2年が経ちました。

三菱樹脂グループは、経営方針として、「統合

シナジーの実現」と「CSR経営の完遂」を掲げ

ており、ステークホルダーの皆様の信頼を得ら

れるようさまざまな活動を推進してまいりまし

た。

このレポートは、2001年より毎年発行して

まいりましたが、ここに新社としての2年間の

実績を盛り込んだ形で「三菱樹脂CSRレポート

2010」を発行することにいたしました。

統合いたしました4社1部門は、各々が特徴ある

技術基盤や商流、国内外拠点を有し、共通する

ところも数多くあります。それらをまとめ、さ

らに強くし、発展を加速させるべく取り組んで

おります。

統合後、世界同時不況に入るなど、事業環境

の面では、まさに逆風続きではあり、現在に至

っても景気はまだら模様の状態ではありますが、

三菱樹脂のあるべき将来の姿を描き、全社の事

業ポートフォリオを見直し、その明確化をはか

った2008年策定の中期経営計画を着実に進め

ているところです。

また、私たちはお客様の大きな期待を背負っ

ております。特に、新商品の開発と幅広い品揃

えに対するご期待です。私たちが将来にわたっ

てお客様から良きパートナーとして認めていた

だくためにも、厳しい状況に負けず、お客様の

ご期待に真摯にお応えしてまいります。

そのために、統合シナジーを創出し、事業発

展への取り組みを加速してまいります。

三菱樹脂株式会社
取締役社長

トップメッセージ

はじめに

「統合シナジーの実現」
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三菱樹脂グループでは「社会貢献」・「コンプ

ライアンス推進」・「リスク管理」・「安全環

境」・「人権啓発」、この5つの柱からなるCSR

経営を最も重視したいと考えております。利益

はもちろん大切ですが、それを第一義として求

めるのではなく、利益とは目的に向けて走る車

のガソリンのようなものであると考えておりま

す。さまざまなステークホルダーの皆様の信頼

を得、社会に貢献することは、三菱樹脂グルー

プの企業理念「三菱樹脂グループは、恒により

高い価値を創造しより豊かな社会づくりに貢献

する」そのものであり、そのためにもCSR経営

の一層の充実に努めてまいります。

CSR経営の5本柱については、それぞれを担

当する委員会を設置し、取り組んでおります。

新たな取り組みとしては、社会貢献活動におい

て、若手社員を中心にしたワーキンググループ

による活動の検討と委員会に対する提言を受け

て、プラスくん募金制度（従業員参加型寄付制

度）の構築を行うなど、一人ひとりが実感でき

るような社会貢献活動を進めております。

社会貢献のほか、コンプライアンス推進、リ

スク管理、安全環境、人権啓発も重要課題とし

て取り組んでおります。また、内部統制・J－

SOXも企業活動を行う上で非常に大切な課題と

して、継続的に取り組んでおります。

メーカーとしての基盤となるのは言うまでも

なく安全で安定した生産活動であります。決め

たこと・決められたことを正しくやり続けるこ

とが“現場力”であり、安全活動ではまさに生

産現場での“現場力”の真価が問われます。全

ての職場で常に“現場力”が発揮できるよう取

り組んでまいります。

また、地球温暖化や大気、水質、土壌汚染な

どの環境問題に対しても、温室効果ガスの削減

や廃棄物削減、省資源化活動など地球環境保全

に向けた活動に取り組み、「CSR経営」の充実

をはかってまいります。

「挑戦（Challenge）、変革（Change）、創造

（Creation）」

昨 年 か ら キ ー ワ ー ド と し て 、「 挑 戦

（Challenge）」の「挑」の文字を挙げていま

す。そして私たちは、次の2つの事柄に挑戦し

てまいります。

一つは、私たちの発展加速に欠かせないシナ

ジー効果を高めるために様々な“変革

（Change）”への挑戦です。

そしてもう一つは、変革による新たな企業風

土・文化や新事業などの“創造（Creation）”

への挑戦です。

私たちは、厳しい状況の中でも危機感を持ち

つつ、明るく元気に、何事にも挑戦してまいり

ます。そして、三菱樹脂グループが「融和・結

束」し、「発展・加速」できるよう挑戦し、

CSR経営の一層の充実に努めていきたいと思

います。

最後になりましたが、このCSRレポートが、

さまざまなステークホルダーの皆様とのコミュ

ニケーションをはかる良きツールとなり、率直

なご意見を賜ることができれば幸いです。

2010年9月

「CSR経営の完遂」
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三菱樹脂の事業活動
会社概要（2010年3月31日現在）� （2009年度　事業組織区分による）�

社名�
�

本社
�

�

主要な�

事業内容�

設立�

資本金�

代表者�

従業員数�
�

売上高�

三菱樹脂株式会社�
Mitsubishi Plastics,Inc.�

東京都中央区日本橋本石町�
1-2-2三菱樹脂ビル�

合成樹脂製品の製造および販売�
�

1943（昭和18）年1月15日�

215億円�

取締役社長　吉田　宏�

単独 2,942名�
連結 8,470名�

単独 2,262億円�
連結 3,132億円�

フィルム事業部�

包装容器事業部�

産業・メディカルフィルム事業部�

電子機能材事業部�

機能成形品事業部�

ポリエステルフィルム工業材料事業部�

ポリエステルフィルム加工製品事業部�

環境資材事業部�

冷熱管材事業部�

機能資材事業部�

農業資材部�

管材事業部�

住設環境事業部�

設備機器部�

複合材事業部�

軽金属事業部�

炭素繊維事業部�

アルミナ繊維事業部�

エンジニアリングプラスチック製品部�

�

機能性フィルム�

�

�

情報電子材料�
�

�

�

�

�

�

�

産業・建設資材�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

生活快適化分野�

�

�

�

�

�

�

�

�

産業・生活基盤分野�
�

�

�

�

�

�

分野�  事業セグメント� 事業部名�

機能性フィルム分野�

50

50

トピックス
（1）世界最大手のエンジニアリングプラスチック加工メーカーQuadrant社と戦略的提携を実施

エンジニアリングプラスチック製品事業の世界展開の一環として、Quadrant社の創業者と戦略的提
携を行うことに合意し、合弁でオランダに持株会社Aquamit社を設立しました。また、Aquamit社が
Quadrant社の株式公開買付けなどを行い、2009年9月9日付で、当社の連結子会社としました。

（2）MKVドリーム社が発足
MKVプラテック社、丸井加工社およびアグリドリーム社は、2009年7月1日付で事業統合し、MKV
ドリーム社が発足しました。

売上高 セグメント別売上高 営業利益推移
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国内生産拠点
（2010年4月1日現在　8工場、6製造所）

（中国）�

（台湾）�
（台湾）�

（インドネシア）�

（中国）�
（中国）�

（トルコ）�

グローバルネットワーク
（2010年4月1日現在）

当社は、国内での充実した生産・販売体制はもちろんのこと、世界各国に広がるグローバルネットワーク
を確立しています。



三菱樹脂の商品紹介
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使い方次第で、とってもエコな魔法の粉

ゼオライト系吸着材「AQSOA」とは、工場の低
温排熱や太陽エネルギーを効率よく冷熱エネルギ
ーに変換する夢の省エネ素材！このAQSOAを塗
布した熱交換器を使用した太陽光利用の吸着式冷
凍機がビルの空
調などに使われ
ています。

次世代太陽電池で充電中～♪

超ハイガスバリアフィルム「X-BARRIER」は、
世界最高基準の水蒸気バリア性に、様々な機能性
をプラスしたフィルム。
次世代のフィルムタイプの太陽電池などのキー

マテリアルとし
て期待されてい
ます。

12 23
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時代は植物原料プラスチック♪

飼料用トウモロコシなどの植物資源から作られる
プラスチックを主原料にした製品は、二酸化炭素
の排出を抑制し、限りある化石資源を節約。環境
に配慮した製品として期待されています。当社は
優れた加工技術
を活かし、植物
由来樹脂をフィ
ルム・シートな
どの多様な製品
にして提供して
います。

寒い冬にも強いセパレータ

三菱樹脂が開発したリチウムイオン二次電池用セ
パレータは、寒い冬でも高い出力を発揮。寿命も
長く、機械的強度とのバランスにも優れます。三
菱化学社と連携し、ノートPCや電動ツール、ハイ
ブリッド自動車
などへの採用を
目指して取り組
んでいます。

55 53

三菱樹脂CSRレポート20109
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三菱樹脂グループのCSR

三菱ケミカルホールディングスのグループ理念「Good Chemistry for Tomorrow － 人、社会、そして
地球環境のより良い関係を創るために。」のもと、三菱樹脂グループの企業理念「三菱樹脂グループは、恒
により高い価値を創造し、より豊かな社会づくりに貢献する」を掲げ、CSR経営の完遂（CSRの5本柱：
社会貢献・コンプライアンス推進・リスク管理・安全環境・人権啓発）を経営方針として、それぞれに委
員会を設置して活動を強化し、お客様をはじめ、社会からも広く信頼され、親しまれる企業を目指してい
ます。

豊かな社会の実現のために

（目的）�
三菱樹脂グループにおけるＣＳＲ（社会貢献、コンプライアンス推進、リスク管理、安全環境、人権啓
発）の推進に関する基本方針などを審議し、関連各部門からの活動に関し報告を受ける。�

（目的）�
三菱樹脂グループにおける社会貢献の推進に関する基本方針などを審議し、社会貢献に関する活
動状況の報告を受ける。�

（目的）�
三菱樹脂グループにおけるコンプライアンスの推進に関連し、コンプライアンス推進プログラムの
整備・運用に関する基本方針などに関し報告を受け、審議を行うとともに、推進統括役員に対し、必
要な提言、勧告を行う。�

（目的）�
リスク統括責任者の意思決定を補佐する機関として、ＭＰＩグループのリスク管理システムの整備・
運用に関する重要な事項などに関する報告を受け、審議を行う。�

（目的）�
① 全社の環境・安全の基本方針の立案、審議、決定�
② 全社の環境・安全に関する活動状況の把握�

（目的）�
人権啓発の重要性を認識し、企業の社会的責任において、社内に同和問題をはじめとする人権問
題に対する理解を深めるため、啓発活動を企画、立案し、これに関連する諸施策を全社的に徹底、
推進すること�

（議長：社長、事務局：経営企画部）�

（事務局：総務部）�

（事務局：経営監査部）�

（事務局：経営監査部）�

（事務局：環境安全品証部）�

（事務局：人事部）�

各
委
員
会
委
員
長
は
、原
則
と
し
て
取
締
役
の
中
か
ら
任
命
す
る
。�

CSRの五本柱

2009年度CSR推進体制

CSR推進会議

三菱樹脂グループでは、5つの委員会体制でCSR活動を推進しています。

CSR：Corporate Social Responsibility（企業の社会的責任）の略。
J-SOX：上場企業に「財務報告の信頼性の確保に関する内部統制の整備」を義務付ける法律。（日本版SOX法）

用�語�
解�説�
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CSR活動ハイライト　2009

高部道彦弁護士によるコンプライアンス講演会
（2009年12月三菱樹脂本社）（関連記事P17）

平塚工場　環境報告書：
第13回環境報告書賞・サステナビリティ報告書賞において
2回目のサイトレポート賞を受賞（関連記事P19）

恒例となった、長浜地区「琵琶湖一斉清掃」、平塚地区「渋田川
清掃」作業（関連記事P20）

新安全パトロールの海外全社展開：
DMS社（左）、MFI社（右）（関連記事P41）

本社地区で自発的に集まった社内サポーター（ボランティア）を
中心にしたエコキャップ運動（関連記事P13）

三菱樹脂Ｇ第2回安全大会（2009年11月13日）（関連記事
P42）
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本社地区では自発的に集まった社内サポーター（ボラ
ンティア）を中心にエコキャップ運動を行っています。
サポーターの手で回収BOXを作成したり、定期

的に社内にたまったキャップの回収をしています。

社会貢献活動

三菱樹脂グループでは2008年度に「社会貢献活動の理念と方針」を定め、社会貢献活動の理解・浸透を
はかっています。私たちは、グループ社員一人ひとりが参加できる活動から始めています。

社会貢献活動への取り組み

～一人ひとりが取り組める社会貢献活動から～

①エコキャップ運動

2010年度より三菱樹脂グループ社会貢献活動の新し
い取り組みとして、NGO／NPO団体の活動を社員と
会社の募金で支援する「プラスくん募金」の運用を開
始することと致しました。
社内のイントラネット画面上で紹介する4つの

NGO／NPO団体の活動の中から、共感した団体（活
動）に対して社員は募金を行い（給与自動引去り）、会
社は社員の寄付に対して同額を拠出し、社員と会社か
らの寄付をプラスして各団体に渡します。
この取り組みを始めるにあたっては、社内有志のサ
ポーターの協力を得て、支援先の選定やイントラネッ
トのコンテンツ構築を進めてきました。
無事に4月より給与自動引去り可能な社員から運用を
開始致しました。
今後は寄付によって実施された各団体の社会貢献活
動を社内メールマガジンで社員に随時周知し、また実
際に活動している団体による報告会も企画していく予
定です。

～一人ひとりが取り組める社会貢献活動から～

②プラスくん募金制度

＜社会貢献活動理念＞
三菱樹脂グループは積極的に社会貢献活動を推進し、企業理念である、豊かな社会づくりに貢献します。
＜社会貢献活動方針＞
（1）私たちは、良き地球市民として、地球環境を守り、平和かつ安全に暮らせる社会づくりの実現に

むけて、社会貢献活動に積極的に取り組みます。
（2）地域社会との交流を通じて、地域の一員としての責務を果たします。
（3）未来を担う次世代の育成活動を行います。

三菱樹脂グループ　　社会貢献活動の理念と方針

世界では、ワクチンが無いために予防可能な感染症で命を落

とす子が1日4千人（※）と言われています。

※WHO/UNICEF［予防接種報告］2006年より

自社商品を活用し作成
した回収BOX
（平塚工場）

回収キャップの回収会社への引渡し（本社）

プラスくん募金
（社内イントラネット画面）

プラスくん募金制度
社内有志サポーター

支援する団体とその主な内容

●財団法人　オイスカ

農業開発・環境保全活動を担う人材の育成

●NGO法人　ジョイセフ

途上国における母子保健の向上

●NGO法人　ピースウィンズ・ジャパン

途上国に対する人道支援

●NPO法人　フローレンス

仕事と育児の両立支援

エコキャップ運動：飲み終わったペットボトルのキ
ャップを集め、リサイクルメーカーに売却し、その
利益で途上国（主にミャンマー・ラオス・ブータン）
の子どもにポリオワクチンを提供する運動。

用�語�
解�説�
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人権啓発

三菱樹脂グループは、社員一人ひとりの人格、個性を尊重し、ゆとりと豊かさを実現し、安全で働きやす
い職場環境づくりに努めています。
そのためには、三菱樹脂グループの一員である社員一人ひとりが、互いの人権、人格を尊重し、社会的

身分、性別、年齢、障がいの有無などによる差別のない職場づくりに協力、努力しなければなりません。
また、職場における相手方の意に反した性的な言動（いわゆるセクシャル・ハラスメント）は絶対に許さ
れません。
三菱樹脂グループでは人権啓発活動の基本理念を次の通り掲げています。

人権啓発への取り組み

「すべての人間は生まれながらにして自由であり、人間としての尊厳と平等なる権利を有している。
三菱樹脂グループの構成員は、人種、性別、宗教など、事由の如何を問わず、不当な差別を一切行う
ことがあってはならない。私達は、「相互信頼」のもとにお互いの多様な個性・価値観を尊重し、差
別のない明るい働きがいのある職場づくりを推進していく。」

人権啓発活動の具体的な取り組みとしては、社内に
人権啓発推進委員会を設置し、適宜、委員会を開催
しています。2009年12月22日には「障がい者雇
用の推進」をテーマに（独）高齢・障害者雇用支援
機構中央障害者雇用情報センターより講師を招き、
障がいを持つ方の雇用管理や定着化に向けたポイン
トを確認しました。
その他、社内の集合研修（入社時研修、階層別研

修、管理職登用前後の研修など）、マネジャーや幹
部候補者を対象とした「社長塾」および支社・工場
での部長会議においても人権研修を実施し、延べ

40回、約530名が受講しました。
また、社外においては、三菱グループ各社で組織

される「三菱人権啓発連絡会」（本社）や「滋賀同
和問題企業連絡会」（長浜・浅井・山東工場）に加
盟し、人権全般にわたる情報収集や、同連絡会の諸
活動を通じて人権担当者の育成をはかるなど、社外
との交流による活動も行っています。

人権啓発推進委員会 社長塾

三菱樹脂グループ　　人権啓発活動の基本理念
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リスク管理

リスク管理では、リスクを認識・分析・評価し、重
大なリスクの顕在化を防ぐとともに、万一リスクが
顕在化した場合に、人的、経済的、社会的損害を最
小限にとどめることが必要です。
当社では、リスク管理委員会を設け、CSR活動

の一環として、三菱樹脂グループ全体のリスク管理
を行っています。
リスク管理委員会は、定期的なヒアリングとして、
原則年1回のリスクの洗い出し、評価・ランク付け
の見直しを行うとともに、事業部門に対して、洗い
出された重要リスクの定期的なモニタリングを行っ
ています。

また、経営監査部による定期的な内部監査などを
通じて、リスク管理システムの適切かつ円滑な運用
を図っているところです。
当社のリスク管理システムでは、現象別リスク分

類に従って洗い出されたリスクをもとに、重要なリ
スクの特定とその対策を立案実行し、都度PDCAを
回していくことで管理の強化を図っています。
なお、2009年度のリスクの洗い出し結果は、洗

い出し総件数1405件となり、その内60件が三菱
樹脂グループの重要リスクと認識されました。重要
リスクに対しては、アクションプランを作成し、リ
スク軽減に取り組んでいます。

リスクマネジメントシステム

当社は、グループにおける業務の適正を確保するた
めの体制として、1990年に監査室（現経営監査部）
を設置しています。
2009年度は、経営方針に関する内部監査の他、

全社統制対応によるCSA質問項目に重点を置き、
内部監査（CSA監査）を実施しました。
また、連結子会社について、経営監査部長付の業

務監査役を配置するなど、監査資源の課題を解消す
べく、内部監査体制の維持に努めています。

経営監査部による内部監査

リスクの洗い出し表

2009年度内部監査計画

CSA監査：業務運営の中で統制活動を担う人々が自らの活動を主観的に検証・評価する監査の手法。
用�語�
解�説�

リスク管理委員会　構成図
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当社は、コーポレート・ガバナンスの基本として、

株主、従業員、消費者、顧客、取引先、地域など企

業活動を行う上でかかわる皆様とコミュニケーショ

ンを持ち、公正かつ健全な関係を保つことを重視し

ています。

また、当社は「内部統制システムの基本方針」を

定め、会社法などに基づき、規則・体制の整備を行

い、より効果的な統制システムの構築に努めており

ます。

取締役会、経営執行会議、監査役会
当社の意思決定機関である取締役会、経営執行会議

は、取締役会規則、経営執行会議規則などに基づき

運営されています。取締役会は原則として毎月1回、

経営執行会議は1ヶ月に3回開催され、広範囲な情

報の報告がなされ、徹底した議論の上に意思決定が

行われます。

監査役は、当社には4名おり、経営執行会議など

重要な会議には必ず出席しております。その他、社

内各部門の業務遂行状況について監査を実施し、法

令遵守を確認し、改善事項の意見を述べると共に、

コンプライアンスの確保に努めています。

当社は、コンプライアンス推進のため、コンプライ

アンス推進統括役員、コンプライアンス推進委員会、

三菱樹脂グループコンプライアンス推進連絡会議、

部門コンプライアンス推進責任者・同推進リーダ

ー・同推進担当者およびコンプライアンス推進事務

局をおき、また相談窓口として重要な、コンプライ

アンス・ホットラインを設置しております。

三菱樹脂グループでは、コンプライアンスを法令遵

守だけでなく、企業倫理を含めた社会ルールの遵守

という意味で使っています。グループ共通の制度と

して、三菱ケミカルホールディングスグループ企業

倫理憲章を基本に三菱ケミカルホールディングスグ

ループ・コンプライアンス行動規範・同推進規程、

三菱樹脂グループ・コンプライアンス推進規程を定

め、体制整備、相談、報告制度、違反への対応・再

発防止まで、すべての過程について定めています。

三菱樹脂グループ・コンプライアンス推進体制

コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンスと
内部統制システム

コンプライアンスの推進体制

コーポレート・ガバナンス体制と内部統制

コーポレート・ガバナンス：企業経営の「監視」と「執行」を分離した、企業の意思決定の仕組み。
用�語�
解�説�
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当社は、毎年従業員のコンプライアンス意識につい
て調査しています。まずは「コンプライアンスを推
進するためには何が必要か？」を問い、そのほかの
事項も、構成員の年齢・階層別にアンケートを集約、
結果に基づき問題点を抽出、コンプライアンスの推
進体制の施策に反映させております。

三菱樹脂グループでは、コンプライアンスの推進・
確保のために「三菱樹脂グループコンプライアンス
ガイドライン」を構成員全員に配布しております。
その中では、グループ構成員の責務として5つの基
本を守るよう、要請しています。

三菱樹脂グループでは、すべての構成員がコンプラ
イアンスを意識し推進するものとしています。新入
社員をはじめとして、グループの新たな構成員にな
った従業員に対して、コンプライアンスについて
様々な研修がはじめられ、その後も中堅・管理職と
各部門・各事業所・各グループ会社において、適宜
教育が実施されます。
また、各部門のコンプライアンス推進の要である

部門コンプライアンス推進担当者に、グループ討議
も交えた密度の高い研修を実施しています。
なお、三菱樹脂グループでは毎年11月をコンプ

ライアンス強化月間として位置づけ、外部講師を迎
え各種法令の遵守ほかコンプライアンスについての
講演会を開催し、社長をはじめ役員（グループ会社
含む）、管理職を中心に多くの社員が参加、受講し
ております。

コンプライアンス経営

コンプライアンスの意識調査 コンプライアンス教育の充実

コンプライアンスの基本

高部道彦弁護士による
コンプライアンス講演会

（2009年12月三菱樹脂本社）

コンプライアンス意識調査表

グループ構成員の責務
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三菱樹脂グループの将来を担う、技術と技能伝承の
基幹施設として建設を進めていた研修施設、長浜
CSセンター「大志館（たいしかん）」が2009年
12月に完成しました。この施設は、滋賀県の長浜
工場に隣接して建設されたもので、技術関係の研修
を中心とした各種研修会や会合が活発に開催されて
います。
施設の概要は、大小あわせて7つの研修室をはじ

め、宿泊施設も整い、また飲食できるコミュニケー
ションスペースとして、1階には「汲月（きゅうげ
つ）」も設けられました。
この「大志館」の完成で、神奈川県の研修施設と

あわせて、東日本・西日本地区に一つずつ研修施設
が整うことになり、人材を共に育てる場、また融和、

結束をさらに発展、加速させる場、として期待され
ています。

従業員とともに

研修施設「大志館」の完成

長浜CSセンター「大志館」

当社では、従業員の健康管理を企業活動の重要課題
として取り組んでいます。
各事業所の特長を活かしつつ、全社的な健康管理

を展開するために様々な活動を実施しています。
活動の基礎として、当社としての健康管理活動を

策定し、定期的に全社の産業保健スタッフによる会
議を実施しています。会議では問題点の抽出ととも
に、各事業所の取り組みの水平展開や、事業所合同
での健康管理活動を行っています。
また、長時間労働者に対する健康管理に関しても、
2010年度に見直しを予定しており、内容を充実す
るなど、疾病の発生を未然に防ぐよう努めていきま
す。企業活動を進めていく上で、従業員の健康支援
は決して欠かすことはできません。
長浜・浅井地区においては健康管理活動の一環と

して、毎年6月・1月に開かれる「工場安全の日」

に全従業員を対象に食生活や睡眠についての衛生ミ
ニ講話を実施しており、また、生活習慣改善が必要
な方を対象に「わくわく健康考働（こうどう）教室」
を実施するなど、従業員の健康づくりを支援してい
ます。
その他、健康増進活動のひとつとして、従業員全

員（グループ会社含む）を対象に「職場対抗ウォー
キング～Uki Uki Wow！　KING！！～」を
2009年秋からスタートしました。この活動は健康
風土づくりを目的とし、毎年春・秋に1ヵ月間開催
することとしており、各職場単位で結成したチーム
において、チームメンバーの開催期間中の1日平均
歩数を競争します。表彰は、1日平均歩数が多かっ
たチームのみでなく、歩数を増やすために様々な工
夫をしたチーム、個人も表彰し、参加率アップを図
っています。

従業員の健康管理

長浜・浅井地区「工場安全の日」 「職場対抗ウォーキング
～Uki Uki Wow！　KING！！～」表彰式
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CSRレポートを多くのス

テークホルダーの方々に知

っていただくため、CSR

レポートと同一の内容をイ

ンターネットホームページ

上にも掲載しています。

URL：

http://www.mpi.co.jp/

地域社会のみなさまとともに

環境ホームページの掲載

長浜・浅井工場と平塚工場ではサイト版（工場版）
環境報告書を2000年（平塚工場は2001年）から
発行しており、今回で10（平塚は9）回目となり
ました。
山東工場では旧三菱化学ポリエステルフィルム㈱

として2001年から発行しており、今回で9回目と
なります。

CSRレポートの新聞社説明会では、毎年報道機関

の方々にお集まりいただき、トピックスなど判りや

すく説明を行っています。記載していない関連項目

の質問などが

あり有意義な

場となってい

ます。2009

年度は10月

19日に実施

い た し ま し

た。

東洋経済新報社とグリーンリポーティング・フォー

ラムが共催する「第13回環境報告書賞・サステナ

ビリティ報告書賞」で、平塚工場の「環境報告書

2009」が環境報告書賞「サイトレポート賞」を受

賞しました。環境保全活動の目標・実績・評価が明

確で、リスク管理に重点を置いていることがよく伝

わる内容との評価をいただき、第9回でのサイトレ

ポート賞受賞につづき、二度目の受賞となりました。

工場版環境報告書の発行

長浜・浅井工場

CSRレポート新聞社説明会

平塚工場サイトレポート賞を受賞

山東工場

CSRレポート説明会

2010年5月13日表彰式



三菱樹脂CSRレポート2010 20

近接する湖岸の清掃活動、あるいは工場のすぐ横を

流れる川の土手周辺の清掃活動など、毎年地域の

方々と共同で出来る環境保全活動として継続してい

ます。

2009年10月21日から23日開催の「第12回びわ

湖環境ビジネスメッセ2009」に12年連続で出展

しました。当社の「ヒシメタルEX－DR」をメイン

に、それを使った省エネ照明器具など省エネをテー

マに紹介しました。

2009年12月、平塚工場近隣の松ヶ丘小学校3年

生の児童100名が、社会科教育の一環として平塚

工場を訪れました。工場の役割などについて説明し、

その後、ショールームやパイプ工場を案内しました。

質疑応答では、工場や製品に関する熱心な質問があ

りました。当社製品が毎日の生活の身近なところで

使われていることをご理解いただきました。

2009年5月13日と15日、長浜北星高等学校1年

生の生徒20名が進路学習の一環として長浜工場へ

職場見学に訪れました。生徒一人ひとりが自分の進

路について考えるための勤労観・職業観を養うこと

を目的としています。工場概況説明のあと、ショー

ルーム、パイプ工場、メタル工場、排水処理場を案

内しました。工場内のクレーン操作には資格が必要

との話を聞いて、将来のための資格取得について考

えた生徒もいるようでした。工場内の水路や排水処

理場で泳ぐアユやコイを見て、工場の水質が良いこ

とをご理解いただきました。

平塚工場近隣小学校の工場見学会

地元の高校生が職場見学

地域周辺の清掃活動

びわ湖環境ビジネスメッセに出展

長浜工場の琵琶湖湖岸
清掃活動
毎年7月1日に滋賀県下一斉に
行われる琵琶湖清掃活動に従
業員約30名が参加しました。

平塚工場の渋田川両岸
清掃活動
4月第1土曜日に近隣や協力会
社の方を含め約140名が参加
し、清掃しました。

郡山製造所の工場周辺
清掃活動
2009年11月4日、工業団地
内の主要道路周辺のクリーン
アップ活動に参加しました。

坂出工場の工場周辺
清掃活動
坂出工場周辺の県道の清掃を
2009年度は5回実施しまし
た。

びわ湖環境ビジネスメッセ ヒシメタルを用いた省エネ照
明器具

工場概況説明に聞き入る生徒
のみなさん

パイプ工場の見学

パイプ工場を熱心に見学する児童のみなさん
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当社は、「レスポンシブル・ケア実施宣言」を上位
方針として、「三菱樹脂環境・安全方針」を定めて
います。さらに、上記方針を踏まえて、環境管理物
質に対応するため、「三菱樹脂環境品質方針」を定

めています。
また、国内生産関係会社の21社についても、「環

境・安全に関する方針」を見直しし、当社とともに
積極的にRC活動を展開しています。

当社は、環境経営の実現を目的として、
・安全衛生活動の定着を基盤とし、
・環境に配慮したモノ造り、
・環境を配慮した技術開発を推進し、
・コミュニケーションと社会貢献を実施して、
ＲＣ活動のさらなる強化をはかることに努力してい
ます。

三菱樹脂のRC活動

国内関係会社の環境方針�

環境・安全方針を定め、さらに環境品質方針へ

RC活動の実践強化で環境経営へ

環境経営�
実践�

社会貢献活動の推進�

環境配慮型モノ造りの推進�

安 全 衛 生 活 動 の 定 着�

社会貢献活動の推進�

環境配慮型モノ造り
の推進�

安全衛生活動の定着�

工場サイトレポートが全国展開できており、
各地域における環境貢献活動へ積極参
加している。�

省資源、省エネ、環境管理物質管理など
の各種環境対策がモノ造りにおけるマ
ネジメントの基本として浸透している。�

労働災害が撲滅され、安全で安心して
働ける職場造りが出来ている。�

分　野�
2015年度�

環境経営のありたい姿�
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三菱樹脂グループでは、国内生産関係会社21社を
含め、2008年度までに全事業所がRC宣言を完了
し、グループ全体でISO14001とOHSAS
18001の取得を推進しています。
2009年度までの取得状況は、当社8工場6製造

所全てのISO14001認証取得が完了し、OHSAS

18001については、4工場3製造所で認証を取得
しています。
国内生産関係会社については、21社中、ISO

14001認証取得は17社で81％、OHSAS
18001認証取得は10社で48％となっています。

環境マネジメントシステム

国内生産関係会社の
ISO14001認証取得率は81％、OHSAS18001認証取得率は48％

21�

18�

15�

12�

9�

6�

3�

0

100�

90�

80�

70�

60�

50�

40�

30�

20�

10�

0

21
17

10

100％�

81％�

48％�

長浜工場�

名古屋製造所�

美祢製造所�

水島製造所�

浅井工場�

山東工場�

筑波工場�

平塚工場�

羽生製造所�

郡山製造所�

直江津工場�

上田工場�

東京製造所�

坂出工場�

事業所� ISO14001�

1999年12月�

2000年  4月�

2000年12月�

2000年  3月�

1999年12月�

2001年12月�

2009年  2月�

2000年  3月�

2000年  3月�

2000年12月�

1999年  2月�

2003年10月�

2003年10月�

2000年11月�

OHSAS18001�

2002年  1月�

－�

2004年  1月�

－�

2002年  1月�

－�

2008年12月�

2001年12月�

2001年12月�

2003年12月�

－�

－�

－�

－�

（株）アストロ�
（株）アルポリック�
ＭＫＶドリーム（株）�
（株）エムケーブイ四日市�
オリエンタル化工機（株）�
ダイアモールディング（株）�
（株）ダイヤサービス�
ダイヤ包材（株）�
東洋化学産業（株）�
日本ポリペンコ（株）�
羽生プラスチック（株）�
（株）ヒシテック�
（株）北菱モールド�
（株）菱栄�
菱江産業（株）�
菱興プラスチック（株）�
（株）菱湖テクニカ�
菱湘産業（株）�
菱成樹脂（株）�
菱琵テクノ（株）�
菱和ロジテム（株）�

ＲＣ宣言�
２００８年１１月�
２００８年  ３月�
２００８年  ４月�
２００８年１０月�
２００５年  ４月�
２００８年１０月�
２００３年  １月�
２００３年  １月�
２００８年  ４月�
２００１年１０月�
２００２年  ５月�
２００４年１０月�
２００５年  ４月�
２００１年  ９月�
２００３年  １月�
２００８年１０月�
２００３年  １月�
２００１年１０月�
２００８年１０月�
２００８年  ４月�
２００２年  ２月�

環境安全方針�
２００８年１１月�
２００８年  ９月�
２００７年  ４月�
２００８年１０月�
２００５年  ４月�
２００８年１０月�
２００８年  ４月�
２００８年  ４月�
２００８年  ７月�
２００８年  ４月�
２００７年 ４月�
２００８年１０月�
２００５年  ４月�
２００８年  ４月�
２００８年  ４月�
２００８年１０月�
２００８年  ４月�
２００１年１０月�
２００２年  １月�
２００２年  ３月�
２００８年  ４月�

ＩＳＯ１４００１取得�
－�

２００３年１０月�
２００９年  ２月�
２００６年７月�

－�
２００３年  ７月�
２０００年  ３月�
２０００年  ３月�
２００３年  １月�
２０００年  ３月�
２００４年  ４月�
２０００年   ３月�
１９９９年１２月�
１９９９年１２月�
１９９９年１２月�

－�
１９９９年１２月�
２０００年  ３月�

－�
２０００年１２月�
２０００年１２月�

ＯＨＳＡＳ１８００１取得�
－�
－�

２００８年１２月�
－�
－�
－�

２００２年  １月�
－�
－�

２００１年１２月�
－�

２００１年１２月�
－�

２００２年  １月�
２００２年  １月�

－�
２００２年  １月�
２００１年１２月�

－�
２００４年  １月�
２００４年  １月�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21

No．� 会社名�

※複数事業所を有している場合は最新の取得年月を記載�

国内生産関係会社（21社）認証取得状況当社工場の各システム取得状況

国内生産関係各社RC宣言および国際規格取得状況

ISO14001：環境に関するマネジメントシステムの国際認証規格。
OHSAS18001：労働安全衛生に関するマネジメントシステムの国際的な
認証規格。

用�語�
解�説�
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サイトレポートの発行�

地域環境コミュニケーションの推進�

地域環境自然保護活動の定着�

エネルギー原単位の向上�

CO2 原単位の向上�

物流CO2 排出削減�

原材料ロス削減�

ゼロエミッション活動の推進�

用水原単位の向上�

環境配慮型商品の売上拡大�

商品含有環境管理物質の品質保証�

システム強化�

環境管理物質の排出削減�

事務用品・機器のグリーン購入推進�

廃棄物量削減�

省エネルギーの推進�

コピー用紙削減�

低排出ガス車の採用�

土壌汚染管理の強化�

火災防止管理の強化�

廃棄物処理管理の強化�

行政届出管理の強化�

国内環境ＥＭＳ構築�

海外環境ＥＭＳ構築�

環境会計の推進�

休業度数率の向上�

設備の本質安全化推進�

�
安全作業管理の強化（G7活動）�

国内安全マネジメントの構築強化�

海外安全リスクアセスメントの構築推進�

事業所参加率１００％�

事業所参加率１００％�

事業所参加率１００％�

１９９０年度比１５％削減�

１９９０年度比１５％削減�

前年度比原単位１％削減�

原材料ロス原単位０．３％向上�

事業所達成率５０％�

前年度比１％削減�

対売上高比率１５％�

ＲＥＡＣＨ対応システム構築・登録調整�
�

ＶＯＣ２０００年度比排出量２０％削減�

グリーン購入比率８０％�

2008年度比３％削減�

2008年度比１％削減�

2008年度比３％削減�

平成１７年排出ガス基準達成車導入率５０％�

国内生産場所１００％実施�

火災ＲＡ５０％実施�

処理委託業者監査率１００％�

是正項目ゼロ�

ＩＳＯ１４００１取得率８０%�

ＩＳＯ１４００１取得率５７%�

事業所参加率９０％�

休業度数率ゼロ�

新安全パトロール判定レベルＢ達成�

現場管理基準７点セット（G7）活動�

管理レベル２点達成�

自社ＯＨＳシステム構築率１００％�

海外ＲＡ実施率５０％�

外部とのコミュニケーション�

推進�

環境貢献活動の定着�

�

地球温暖化防止�

�

�

省資源推進�

�

�

環境管理物質の管理強化��

�

グリーン購入の推進�

�

�
オフィス・営業の環境負荷削減�

�

�

�

�

環境マネジメントの強化�

�

�

�

安全実績の向上�

�

�

安全マネジメントの強化�

社会貢献活動�
の推進�

環境配慮型�
モノ造りの推進�

安全衛生活動�
の定着�

分　野� 項　目� 課　題� 2009年度グループ目標�

三菱樹脂グループ第1次RC活動中期計画

第1次RC活動は、2008年度～2010年度にわたって活動しています

三菱樹脂CSRレポート2010

現場管理基準7点セット（G7）活動：生産現場を管理する上に必要な7つの基準を定め、定めた基準を確実に守
る活動。

OHSシステム：労働安全衛生（An Occupational Health and Safety）システム。
RA：Risk Assessment（リスクアセスメント）の略。
リスクアセスメント：危機の発生に際して、データに基づき、影響度を評価すること。

用�語�
解�説�
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長浜・浅井、平塚、山東発行。（三菱化学サイト内は三菱化学サイトに参加）�

全事業所積極参加（事業所参加率１００％）�

全事業所積極参加（事業所参加率１００％）�

１９９０年度比２５％削減�

１９９０年度比２４％削減�

前年度比原単位3.6％削減�

原材料ロス原単位０．２％悪化（前年度比）�

事業所達成率４４％（１０／２３場所）�

１９９０年度比３８％削減も前年度比２％悪化�

対売上高比率実績７％（２６商品：対前年＋２）�

REACH対応商品の本登録準備�

　　　　　　　（本登録DATA、情報整理）�

ＶＯＣ処理装置設置完了.排出６８８ﾄﾝ:２０００比５２％削減�

グリーン購入比率実績８１％�

本社ビルの総廃棄物量：１０７．１トン(2008年比5.5%削減）�

本社ビルの電力使用量：１０８万KWH(2008年度比18%削減)�

本社ビルのコピー用紙使用：５７４万枚(2008年度比5%削減)�

平成１７年排出ガス基準達成車導入率７７％�

国内生産場所１００％実施完了�

火災ＲＡ様式制定完了、運用開始�

処理委託業者監査率実績８６％(63/73社）�

是正件数　２件�

ＩＳＯ１４００１取得率８０%�

ＩＳＯ１４００１取得率５０％�

事業所参加率１００％�

休業度数率０．２８�

新安全パトロール判定平均Ｂ達成（平均点３．８）�

平均管理レベル　２．５点達成�
�

自社ＯＨＳシステム構築率１００％�

新安全パトロールシステムの海外展開１００％�

�
▲�

○�

○�

◎�

◎�

◎�

▲�

▲�

▲�

▲�

○�
�

◎�

○�

◎�

◎�

◎�

◎�

○�

○�

▲�

▲�

○�

▲�

○�

▲�

○�

◎�
�

○�

○�

記載頁�
19�

20�

31�

25�

－�

26�

－�

27�

－�

33�

30�
�

30�

－�

－�

－�

－�

26�

38�

－�

28�

－�

－�

－�

37�

39�

40�

40�
�

－�

41

事業所参加率１００％�

事業所参加率１００％�

事業所参加率１００％�

１９９０年度比２７％削減（チャレンジ目標）�

１９９０年度比２０％削減�

前年度比原単位１％削減�

原材料ロス原単位０．３％向上（前年度比）�

事業所達成率１００％�

１９９０年度比４０％削減（チャレンジ目標）�

対売上高比率２０％�

ＲＥＡＣＨ対応商品本登録、�

各国規制対応�

ＶＯＣ２０００年度比排出量６０％削減�

グリーン購入比率９０％�

2008年度比５％削減�

2008年度比３％削減�

2008年度比５％削減�

平成１７年排出ガス基準達成車導入率６０％�

国内生産場所１００％実施�

火災ＲＡ１００％実施�

処理委託業者監査率１００％�

是正項目ゼロ�

ＩＳＯ１４００１取得率９０%�

ＩＳＯ１４００１取得率７１%�

事業所参加率１００％�

休業度数率ゼロ�

新安全パトロール判定全部署B以上達成�

全部署管理レベル　２点以上達成�
�

自社ＯＨＳシステム構築率１００％�

海外ＲＡ実施率１００％�

２００9年度実績� 評価� 2010年度グループ目標�

　：計画以上推進中　　　：計画通り推進中�
▲：計画遅れ、未達�
◎� ○�

REACH：REACH規則。EUで製造・輸入する全化学物質の登録・評価・認可制度。
平成17年排出ガス基準達成車：窒素酸化物と非メタン炭化水素を50％以上
低減を認定された車。

三菱樹脂CSRレポート2010

エネルギー原単位、
対1990年度比25％削減達成

ゼロエミッション率、事業所達成率44％なるも、
グループゼロエミ率実績1.1％に減少

2000�
60%�

1,600�

1,200�

800�

400�

0

1,437
1,310

1,138

1,416

688

566

VOC排出量、2000年度比
52％減の688トン達成

1.44
1.24

1.19

三菱樹脂グループ（国内）�
プラスチック製品製造業�

国内グループの休業度数率
0.28に向上

2009年度のRCトピックス

詳細記事P25

詳細記事P27

詳細記事P30

詳細記事P39

用�語�
解�説�
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当社は三菱ケミカルホールディングス（MCHC）
のグループ会社として地球温暖化防止に取り組んで
きています。
特に2008年度からはMCHCグループをあげて

地球温暖化問題に取り組むべく、新たなプロジェク
トとして「地球快適化プロジェクト」が立ち上がり、
プロジェクトに参画しながら低炭素社会の実現に向
け推進してきているところです。
また、日本経団連傘下の（社）日本化学工業協会

（日化協）加盟企業として、日化協指導のエネルギ
ー原単位向上を管理項目として取り組んできていま
す。
目標は、「1990年度を基準として、2010年度

にはエネルギー原単位で20％の削減を実現する」
としていますが、すでに目標をクリアーしているの
で、さらなるチャレンジ目標を設定しエネルギーの
効率的活用を図っていくこととしています。

地球温暖化防止

エネルギー原単位は目標クリアー　75％達成

樹脂シート製造ラインと貼り合わせラインを合体さ
せ一体型ラインに改造することにより、シート再加
熱工程などを省略することができ、工場全体の電力
量を10％以上（原油約400kL/年）も削減する省
エネラインとすることができました。

太陽光熱温水を利用できる「AQSOA 」を利用した
冷暖房実証試験システムを長浜工場に導入しました。
このシステムは、「AQSOA 」を搭載した吸着式冷
凍機に太陽光熱温水パネ
ルを組み合わせたもの
で、従来、効果的な活用
ができなかった太陽光熱
温水（約65℃）を吸着
材の再生に使用します。
フロンガスを用いる一
般的な空冷式冷凍機に比
べ、CO2排出量を
約1／3に削減で
き、冬場には太陽
光熱温水を暖房に
利用することで
40％の省エネが
見込まれます。

ラインの統合化による省エネ 「AQSOA  」を利用した冷暖房
実証試験システムを導入
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エネルギー使用料（kl）� エネルギー原単位指数�

エネルギー使用量と原単位指数推移

貼り合わせライン�

シート製造ライン� シート倉庫�

一体型ライン�

AQSOA （アクソア ）：当社が生産・販売しているゼオライト系の水蒸気吸着材で、60～80℃の低温領域で
も効率的に水蒸気を吸湿、放出する新しい吸着材。
吸着式冷凍機：吸着材に冷媒蒸気を吸着させて低温、低圧で冷媒を蒸発させ、冷媒が蒸発する時の気化熱を利用
して冷水をつくる装置。

用�語�
解�説�

AQSOA   吸着式冷凍機

AQSOA   吸着式冷凍機説明図
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トンキロ：輸送した貨物重量（トン）に輸送距離（キロメートル）を乗じたもの。
モーダルシフト：貨物や人の輸送手段を変更すること。具体的には自動車・航空機輸送を鉄道や船舶での輸送に
変更すること。

改正省エネ法が施行され4年目となりました。当社は
年間の貨物輸送量が3,000万トンキロ以上の「特定
荷主」として本年も2009年度のエネルギー消費量・
燃料使用量・エネルギー消費原単位などを算出した
「定期報告書」と2010年度の燃料使用量削減計画を
まとめた「計画書」を6月に所管官庁へ提出しました。
当社は、改正省エネ法で求めている「中長期的に年

平均1％以上のエネルギー消費原単位の低減」の目標
を達成すべく、「前年度比原単位1％削減」を目標に
掲げ、改善に取り組んでおります。
2008年度には世界同時不況の影響で売り上げが落

ち込んだことによる積載効率の低下などによりエネル
ギー消費原単位（燃料使用量kL÷百万トンキロ）が悪
化したものの、2009年度には関係会社の事業を継承
したことによる事業構成の変化も寄与し、前年度から
原単位が2ポイント改善、前年度比3.6％削減という
結果となりました。
2006年度からは、原単位で1.9ポイント改善、年

平均では1.2％の原単位低減となりました。
2010年度は、「2010年度の燃料使用量削減計画」

に沿って、更なるエネルギー消費量削減への取り組み
を積極的に進めてまいります。

排出ガスによる環境負荷低減のため、社有車の更新
時には平成17年排出ガス基準達成車の導入に努め
ています。2009年度は平成17年排出ガス基準達
成車の導入率は全体の77％となりました。

物流のCO2排出削減

平成17年排出ガス基準達成車の採用

山東工場で生産しているポリエステルフィルム製品
では2008年度より、トラックからJRコンテナへ
のモーダルシフトを積極的に推進しています。
2009年度にはさらに19社のお客様にJRコンテナ
での納入にご協力いただき、2007年度と比較して
年間の燃料使用量は9.7kL削減されました。
さらに2009年度からは、ポリエステルフィルム

製品の売上の大きな割合を占める輸出においてもエ
ネルギー消費量削減の取り組みを開始しました。韓
国向け輸出品の一部の出荷港を下関から大阪へ切り
替えることで山東工場（滋賀県）からの海上コンテ
ナの陸上輸送距離を短縮し、エネルギー消費量の削
減に繋げる取り組みで、開始以来3月までに133件
実施し、14.0kLの燃料使用量の削減に繋がりまし
た。

平成17年排出ガス基準達成車導入率推移

特定荷主としての当社の実績

2010年度の燃料使用量削減計画

ポリエステルフィルム
JRコンテナでの納入先実績

1．工場直送化
工場地区近隣倉庫の在庫の場内取込による横持
削減

2．積載率向上
受注ロット・積載率向上の営業面での取り組み

3．共同配送
同業他社との共同配送の拡大

4．モーダルシフト
モーダルシフトの推進とさらなる効率化

5．物流拠点の統廃合
近接したエリアの営業倉庫の集約

輸送トンキロ（百万）�
燃料使用量（ｋＬ）�
ＣＯ2排出量（t-CO2）�
原単位�
注1：（2006）は統合前の旧三菱樹脂のデータです。�
注2：（2007）は統合前の各社のデータの集計値です。�

145�
7,989�
20,600�
55.2

235�
12,870�
34,200�
54.8

208�
11,476�
30,400�
55.3

3�
－210�
－600�
－2.0

08-09差異�
－�
－�
－�

－1.9

06-09差異�2008
211�

11,266�
29,800�
53.3

2009（2007）�（2006）�実　　　績�

注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。

改正省エネ法への取り組み エネルギー消費量削減計画の事例
（ポリエステルフィルムのモーダルシフト）

用�語�
解�説�
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三菱樹脂グループでは、ゼロエミッション率を総廃
棄物量に対する埋立処分量と単純焼却量の合計の比
率と定義し、2010年度までに対象の全事業所で
0.3％以下を達成することを目標に、挑戦しています。
対象の事業所は三菱樹脂の8工場（製造所含む）

と製造関係会社15社の23事業所です。
2009年度の埋立処分量は170トン、単純焼却

量は326トンで、ゼロエミッション率は全社で
1.1％でした。
また、ゼロエミッション率0.3％以下を達成した

事業所は、2009年度は三菱樹脂で3工場、製造関
係会社で7社の10事業所でした。事業所達成率は
43.5％で、2009年度の目標の50％には届きま
せんでした。
目標達成に向け、目標未達の事業所を対象に、改善

計画を立案、分別の見直し、処理方法の検討など、委
託業者とも協力しての再資源化への改善検討や委託先
の変更なども視野に入れた活動を進めていきます。

省資源推進

三菱樹脂グループのゼロエミッション
率は1.1％、全事業所0.3％以下達成
に向け挑戦中

総廃棄物量の削減に現場管理基準
7点セット（G7）活動を活用

再資源化率は99.0％、そのなかでも熱エネルギー
として回収するサーマルリサイクル率は10.0％、
資源原料として最も有効な方法として再利用するマ
テリアルリサイクル率は90.0％でした。

再資源化率99.0％、
マテリアルリサイクル率は90.0％

総廃棄物量推移

ゼロエミッション率推移

廃棄物原単位推移

廃棄物原単位�
＝（総廃棄物量／生産量）×100

再資源化率
99.098.698.397.7

90.0％�

10.0％�

ゼロエミッション事業所達成率

注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。 注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

ゼロエミッション：1994年に国連大学が提唱した考え方。産業界から排出される産業廃棄物などをゼロとする
システムの構築を目指す取り組み。当社では、ゼロエミッション率＝（埋立＋単純焼却）／総廃棄物量と定義し、
改善を進めています。

用�語�
解�説�

2009年度は小ロット生産および段替え回数増加の影
響により、総廃棄物量、廃棄物原単位ともに悪化しま
した。現場管理基準7点セット（G7）活動を活用し
た段替えロス削減など、歩留向上に向けた活動を強化
していきます。（P40も併せてお読みください。）



プラスチック：24.5万トン�
金　　　　属：  6.3万トン�
化学素材ほか：  5.2万トン�
合　　　　計：   36万トン�

購入電力：　　　 492GWh�
A  重  油：　　　11,690kL�
灯　　油：　　　  5,510kL�
都市ガス：　　  1,664万m3�

そ  の  他：　　　  7,280kL�
　（原油換算：17.6万kL）�
上 水 道：　　　   22万m3�
工業用水：   　　  160万m3�
地 下 水：　　  1,169万m3�
用水合計：　　  1,351万m3

ダ ン ボ ー ル：　  2,640トン�
紙　　　　　類：　  6,419トン�
プラスチック類：  　1,145トン�
木　　　　　材：　     946トン�
金 　  属  　 類：　     120トン�
合　　　　　計：　11,270トン�

ガソリン：     215kL�
軽　　油：11,481kL

INPUT

原材料� 燃料�包装材料�エネルギー／用水�

31万トン�CO2       ：　 281,700トン-CO2�
NOx       ：  　　　        93トン�
SOx       ：  　　　　　   9トン�
ばいじん：  　　　　　 11トン�

PRTR�
対象物質：46トン�

再資源化量：　39,319トン�
単純焼却量：　　 234トン�
埋立処分量：　　 144トン�
総廃棄物量：　39,698トン�

公 共 水 域：　　1,247万ｍ3�
下水道ほか：　　     12万ｍ3�
合　　　計：　　1,259万ｍ3

OUTPUT

廃棄物�製品� 大気� 排水�化学物質�

注1：三菱樹脂単体での数値です。�
注2：重量での算出が難しい製品は除外しています。�
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循環資源再資源化処理委託業者の数は37社、その
うち、2009年度の監査対象は29社で、監査を実
施させていただいた会社数は24社となり、実施率
は83％でした。2009年度のグループ目標である
100％には届きませんでしたが、産業廃棄物中間
処理委託業者同様、さらに100%の実施に向け努
力していきます。

循環資源再資源化処理委託業者の監査

産業廃棄物中間処理業者の数は108社、そのうち、
2009年度の監査対象は73社で、監査を実施させ
ていただいた会社数は63社となり、実施率は86％
でした。2009年度のグループ目標である100％
には届きませんでしたが、2010年度は、監査の頻
度を原則年1回にハードルを上げ、さらに100%の
実施に向け努力していきます。

産業廃棄物中間処理委託業者の監査

マテリアルバランスの状況

循環資源再資源化処理委託業者監査実施率産業廃棄物中間処理委託業者監査実施率

注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。 注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。
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2009年度のPRTR対象物質の排出・移動量は､
2008年度に比べ､グループ全体で32トンを削減し
ました。
発ガン性物質は6価クロム､ニッケル化合物､ベンゼ
ン､ダイオキシン類があり､これらの物質の削減を検
討しています。
集計の範囲はPRTR法対象物質で、年間1kg以上の
取扱い実績のある物質を集計し、各事業所ごとに、
PRTR法に従い、年間取扱量1トン以上（発ガン性物
質は0.5トン以上）の物質を集計しました。
なお､PRTR原単位は0.07で従来とほぼ同じレベル
で推移しています。

対象範囲：行政届出対象関係会社は三菱樹脂グループの12社です。
アストロ MKVドリーム ダイアモールディング 東洋化学産業 日本ポリペンコ
羽生プラスチック ヒシテック 菱栄 菱興プラスチック 菱成樹脂
菱琵テクノ 菱和ロジテム

環境管理物質の管理

PRTR排出・移動量は約32トン減少、原単位は横ばい

PRTR原単位

PRTR�
Ｎｏ.�
1�
25�
29�
30�
40�
61�
63�
68�
69�
100�
176�
177�
224�
227�
230�
231�
232�
272�
273�
283�
293�
299�
310�
311�
312�
338�
341�
353�
�
179

亜鉛の水溶性化合物�
アンチモン及びその化合物�
4,4'-イソプロピリデンジフェノール（別名：ビスフェノールＡ）�
ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂�
エチルベンゼン�
ε－カプロラクタム�
キシレン�
クロム及び３価クロム化合物�
６価クロム化合物�
コバルト及びその化合物�
有機錫化合物�
スチレン�
１，３，５－トリメチルベンゼン�
トルエン�
鉛及びその化合物�
ニッケル�
ニッケル化合物�
フタル酸ビス（２－エチルヘキシル）�
フタル酸ｎブチル－ベンジル�
フッ化水素及びその水溶性塩�
ヘキサメチレンジイソシアネート�
ベンゼン�
ホルムアルデヒド�
マンガン及びその化合物�
無水フタル酸�
メチル－１，３－フェニレン=ジイソシアネート�
メチレンビス(4,1-シクロヘキシレン)=ジイソシアネート�
リン酸トリス（ジメチルフェニル）�
�
ダイオキシン類�

102.6�
29.4�
176.3�
12.7�
94.0�

2,126.8�
129.3�
5.5�
2.4�
1.7�
53.8�
463.0�
8.5�

161.6�
402.0�
5.2�
2.5�

4,097.6�
9.7�
2.6�
2.1�
8.7�
3.7�
40.4�
1.7�
6.8�
6.8�

167.7�
8,125.0�
1,596.0�
8,125.0

100.7�
22.9�
171.4�
11.0�
71.8�

2,070.7�
87.6�
5.5�
2.1�
1.7�
49.7�
461.8�
5.3�
20.9�
400.4�
5.2�
2.0�

3,955.6�
9.7�
0.8�
0.0�
8.7�
3.2�
40.4�
1.6�
6.8�
6.6�

163.0�
7,687.0�
0.0�

7,687.0

1.9�
1.7�
4.9�
0.0�
0.0�
4.9�
0.0�
0.0�
0.1�
0.0�
3.8�
0.0�
0.0�
0.0�
0.6�
0.0�
0.0�

131.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
0.0�
4.7�

153.7�
0.0�

153.7

0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.14�
0.15�
3.81�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.37�
0.12�
42.93�
0.00�
0.00�
0.00�
2.40�
0.00�
0.00�
2.00�
0.00�
0.18�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
52.1�
35.0�
52.1

0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.0�
0.00�
0.0

0.05�
4.81�
0.00�
1.76�
22.01�
50.94�
37.83�
0.00�
0.17�
0.00�
0.30�
0.78�
3.06�
97.73�
1.11�
0.00�
0.54�
8.60�
0.05�
1.88�
0.11�
0.00�
0.34�
0.00�
0.01�
0.00�
0.20�
0.00�
232.3�
1,561.0�
232.3

0.05�
4.81�
0.00�
1.76�
22.16�
51.10�
41.63�
0.00�
0.17�
0.00�
0.30�
1.15�
3.17�

140.66�
1.11�
0.00�
0.54�
11.00�
0.05�
1.88�
2.10�
0.00�
0.52�
0.00�
0.01�
0.00�
0.20�
0.00�
284.4�
1,596.0�
284.4

0.05�
4.65�
0.00�
1.00�
19.16�
68.20�
31.83�
0.00�
0.11�
0.93�
0.34�
0.88�
4.72�

174.89�
1.07�
0.00�
0.77�
4.66�
0.08�
1.68�
0.46�
0.00�
0.53�
0.00�
0.00�
0.00�
0.00�
0.05�
316.1�
88.0�
316.1

0.00�
0.16�
0.00�
0.75�
3.00�
-17.10�
9.80�
0.00�
0.06�
-0.93�
-0.04�
0.27�
-1.54�
-34.23�
0.04�
0.00�
-0.23�
6.35�
-0.03�
0.20�
1.64�
0.00�
-0.01�
0.00�
0.01�
0.00�
0.20�
-0.05�
-31.70�
1,508.0�
-31.70

取扱量�名　　称�

物質合計：29

小　　　計�

単位：トン（ダイオキシン類はmg-TEQ）�

注1：四捨五入により、合計値が若干異なります。�
注2：PRTR法に従い、年間取扱量1トン以上（発ガン性物質は0.5トン以上）の対象物質を集計しました。�

使用量�
（製品）�

有価物量�
（リサイクル）�大気� 水・土�廃棄物�

排出・移動量�
2009 2008 差�

2009年度PRTR実績

注：（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

＊PRTR原単位＝（PRTR排出・移動量／生産量）×100

PRTR法：Ｐollutant Ｒelease and Ｔransfer Ｒegister。化学物質管理促進法。
用�語�
解�説�



当社は、2007年6月1日施行の欧州（EU）の新し

い化学品規制であるREACH規則対応のため､三菱

化学社が主催する「MCC Gr REACH PROJECT」

に参加し、2008年に対象商品の予備登録を済ませ

ました。

2010年にはEUでの輸入量千トン以上の商品に

ついての本登録と2009年1月20日施行のCLP規

則対象物質の届出を実施すべく準備を取り進めてい

ます。

また、2010年3月8日までに公表された高懸念

物質（SVHC）は38物質となり、今後も随時該当

物質が公表されていきますが､それに対応し､各商品

の含有の確認､川下ユーザーへの情報伝達および届

出の準備を継続していきます。

その他、国内の化審法、化管法の対応を含め､国

際的な化学物質管理ルールに対応するため､各事業

部の環境品質責任者を集めた「環境管理物質検討会」

の活動を継続しています。

VOC：Volatile  Organic  Compounds（揮発性有機化合物）の略。
SVHC：Substances of Very High Concern の略。高懸念物質あるいは認可対象候補物質のこと。
CLP規則：物質と混合物の分類・表示・包装に関するＥＵの新しい規制。

用�語�
解�説�
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三菱樹脂グループの法規制対象施設は14施設あり、

2008年度には長浜工場、2009年度には菱成樹

脂社の処理施設（蓄熱燃焼法）が完成し､全対象施

設の対策が完了しました。

これにより、2009年度VOC排出量の実績は

688トンとなり、2000年度の1,437トンと比較

し、三菱樹脂グループで52％減となり､大気汚染防

止法の目標である30％削減や日化協の40％の削減

目標を大きく上回りました。

大気汚染防止法、VOC規制対応

VOC排出量の推移と見込み

2000�
60%�

1,600�

1,200�

800�

400�

0

1,437
1,310

1,138

1,416

688

566

VOC法規制対象施設

長浜工場�

筑波工場 �

山東工場�

菱成樹脂�

上田工場�

東京製造所�

法対象�
施設�

2�

3�

5�

2�

1�

1�

14

No．�

1�

2�

3�

4�

5�

6

対策�
済み�

2�

3�

5�

2�

1�

1�

14

施設�
類型�

塗装２�

塗装２�

塗装２�

印刷1�

塗装２�

塗装２�

吸着濃縮・蓄熱燃焼処理装置�

触媒燃焼式排ガス処理設備�

排ガス処理設備�

蓄熱燃焼処理装置�

蓄熱式脱臭装置�

直接燃焼式脱臭装置�

事業所名�

対象施設数�

対策施設名�

国際的化学物質管理活動の推進

注：（2000推定）（2006）（2007）は統合前の各社データの集計値です。

環境管理物質含有商品の品質保証システム強化

本登録�
各国規制対応�

各国規制�
対応システム化�

検討�

各国規制�
対応システム�
構築�
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平塚工場が「神奈川県地域共生型工場等」として認

められ、2009年11月30日、神奈川県庁舎におい

て表彰状が授与されました。

この表彰は、神奈川県が、敷地内緑化などによる

地域環境との調和、施設の一般開放、地域住民との

交流など、その実績が優れていると認めた県内の工

場・研究所を対象に、毎年度行なっているものです。

平成21年度は、当工場の他に、ソニー㈱（厚木テ

クノロジーセンター）、日産自動車㈱（座間事業所）

が表彰されました。

平塚工場では、近隣小学校の工場見学受け入れ、

渋田川清掃の実施、地域の環境関連イベントへの参

画など、地域とのコミュニケーションを積極的に図

っており、今般の表彰に至りました。今後も地域に

根ざし積極的にCSR活動に取り組み、周辺社会と

の調和と共生を推進していきます。

菱成樹脂社では、VOC排出に関する法規制対象施

設の印刷設備について、VOC処理装置（蓄熱燃焼

方式）の設置を進め、2010年1月に完成し、2月

より稼働しました。

本装置の稼働により、VOC排出濃度は法規制値

の700ppmC以下を達成することができました。

これにより、2010年度のVOC排出量は2000

年度の約93％減を達成できる見込みです。

確実な維持管理を行い、VOC排出の低減、安定

化に努めていきます。

表彰状授与の様子（於 神奈川県庁本庁舎）

VOC除去装置

湘南ひらつかテクノフェアに出
展し、当社の環境配慮型商品や
パイプ、AQSOAなど平塚工場
で製造している商品を展示

処理状況を表示するコントロー
ルパネル

近隣の小学生が課外授業の一環
として行なっている平塚工場敷
地内での「どんぐり拾い」の様
子

工場環境保全活動

地下水汚染場所の修復継続平塚工場「神奈川県地域共生型工場等」として表彰

地下水汚染場所の修復継続VOC除去装置設置

ppmC：排出濃度を示す単位で、炭素換算の容量比百万分率。
用�語�
解�説�
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郡山製造所では、2009年10月28日、緊急事態の

対応訓練に10名が参加し、灯油受入時にタンクロ

ーリー車からの灯油流出

を想定した訓練実施要領

に基づき、各箇所での外

部流出防止対応訓練を実

施しました。

長浜工場では、2009年12月14日、新設された

「緊急地震情報受信システムによる地震警報発令」

を活用し、避難・誘

導・点呼、被害状況の

確認および報告、災害

本部活動など、全部署

が参加して総合防災訓

練を実施しました。

環境事故、緊急事態が周辺地域の環境に時には重大な結果を及ぼす可能性があります。

三菱樹脂グループでは環境事故防止や発生した場合の拡散を防止するため、著しい環境側面に対して環

境教育の一環として毎年模擬訓練を実施しています。

地下水汚染場所の修復継続リスク対応教育、訓練の実施

地下水汚染場所の修復継続環境負荷量の経緯

注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。

吸着材による拡散防止

工場長総括訓話

対策本部への報告 避難点呼訓練

堰止めゲートの閉鎖

生活排水の下水道への切り替えに

よるBOD、CODの改善、自家発電

（A重油）から買電への切り替え、

ボイラー燃料のA重油から都市ガス

への切り替えなどによるNOxの改

善など、各事業所で種々の改善を

図ってきましたが、2009年度の

環境負荷量は次の通りでした。
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2002年度に環境配慮型商品の基準を設定し、技術

開発目標を明確にすることができました。

そして、環境配慮型商品であることを判りやすく

し、お客様にご理解いただくため、ISO14021タ

イプⅡ自主宣言型環境ラベルを制定して、カタログ

などに掲載しています。

現在、環境配慮型商品は26商品（2008年度比

2商品増）となっています。

2009年度の当社の売上高に占める環境配慮型商品

の売上高の比率は、統合による業容拡大に伴い低下

した2008年度同様の7％でした。

業容の拡大に伴う環境配慮型商品の基準の見直し

を進めておりますが、CO2削減効果など環境への

貢献商品の基準設定および登録認定のしくみの見直

しも含め、今後、さらに認定商品の拡大に向け、設

計段階からの配慮を継続していきます。

環境を配慮した技術開発

地下水汚染場所の修復継続独自の環境配慮型商品規格と環境ラベルを制定

地下水汚染場所の修復継続環境配慮型商品売上高比率

三菱樹脂の環境ラベル
ISO14021タイプⅡ自主宣言型

環境ラベルとマークをカタログに掲載しています。

No.�

�

1

項　　目�

�

環境汚染物質の削減�

基　　準�

・指定物質を意図的に

配合処方していない

こと�

指定物質�

PRTR�

特定第一種指定化学物質�

（発ガン性物質）�

環境配慮型商品必須基準（原料）

No.�

�

2�

�

�

3�

�

4�

�
�

5�

�

6�

�

7�

�

8

商品数�

�

5�
�

�

3�

�

3�

�

2�
�

�

3�

�

6�

�

4

項　　目�

省資源�
�

省エネルギー�
�

植物由来プラスチッ

ク原料使用�

長期使用可能�
�

�

再使用可能�

�

リサイクル可能�

�

再生材料の利用�

�

処理処分の容易性�

基　　準�

・従来品に比べ、30％以上
の省資源化を達成�

・従来品に比べ、30％以上
の省エネルギー化を達成�

・バイオマスプラスチック

度：25％以上�

・従来品に比べて、1.5倍以
上の長期使用が可能�

・複合材を50％以上含まず、
リサイクルが可能�

・再生材料を30％以上使用�

・廃棄時の処理が容易�

・2回以上の繰り返し使用、
または詰め替えができ、
回収・再使用が可能�

マーク�

環境配慮型商品選択基準（品質）と商品数

発ガン性12物質を
配合処方しないこと

環境配慮型商品の売上高比率

注：（ ）内は旧三菱樹脂のデータです。
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環境配慮型商品事例

食品包装用ポリオレフィン系ストレッチフィルム

塩ビラップと比
べて比重が小さ
いため、重量が
約20％削減とな
ります。（当社品
比）

植物系フィルム・シート

バイオマス（植物資源な
ど）由来のポリ乳酸を主
原料としたプラスチック
フィルム･シートです。
カーボンニュートラルと
いう特性で二酸化炭素の
排出を抑制します。

高置水槽・受水槽

ボルト組立式であるため
施工時の酸洗いや廃液処
理が不要です。解体時に
分別が容易でリサイクル
可能です。

PET把手付ボトル

把手部分を本体と同素材の
PET樹脂にすることにより、
リサイクル性の向上を図りま
した。さらに把手部分には、
一部リサイクル原料を使用し
ています。

下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

資源循環型社会に向けて開
発された環境対応型のパイ
プです。塩ビ管・継手のリ
サイクル材を中間層に、内
外層には従来の塩ビ材料を
使った三層構造にすること
により、従来のVU管と同等
の特性を保持しています。

PETフィルムおよびシート

カード用環境対応素材と
して開発したフィルム・
シートです。塩ビ素材と
同等の強度および加工適
性を持っています。

環境配慮型商品の事例を紹介します。
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その他の環境への貢献商品

環境配慮型商品以外にも、従来品に比べ環境負荷を
低減する商品（環境貢献商品）の開発も積極的にお
こなっています。
環境貢献商品には､軽量化や排熱利用などで省エ

ネあるいは地球温暖化ガスの削減となるものや、商
品の生産時や使用時あるいは廃棄までに発生する二
酸化炭素の発生量が従来品より少ないもの､廃棄物
が少ない､あるいは自然に分解する（生分解）など
で廃棄処理が容易なもの､石化原料ではなく植物の
ように枯渇しない原料（サスティナブルリソース）
を使うものなどがあります。

また､近年注目を浴びている自然エネルギー活用
機器のひとつである太陽電池向けの部材の開発など
により､環境負荷低減に貢献している商品もありま
す。
今後も、優れた性能と環境貢献度をあわせ持つ商

品をお客様にご提供できるようにより一層努力して
いくとともに、環境に配慮した商品であることをお
客様にご理解いただきやすくするため、環境貢献商
品の基準の設定や登録認定のしくみの検討など、現
行の環境配慮型商品基準の見直しを進めていきま
す。

ASKOC  （省エネ）
折り畳める保冷・保温コン
テナ。

アルポリック DB（省エネ）
トラックの軽量化のための
ウレタン複合パネル。

AQSOA  （省エネ）
低温排熱を活用できる吸着式冷凍機、
デシカント空調機に使用される吸着材。

カエルーチ （生分解性）
回収、処理が不要な農業
用マルチフィルム。

アウトール （省エネ）
独自のアルミコーティン
グで外壁からの輻射熱を
反射する遮熱透湿防水シ
ート。

BACK-BARRIER  （省エネ）
太陽電池パネルのハイガスバリアシー
ト。

高機能
フィルム関連

新規事業

環境・生活
資材関連

高機能成形材・
部品関連

環境貢献商品事例

植物由来樹脂（植物由来）
国際規格を満足するICクレジ
ットカードの材料となる植物
由来樹脂シート。

ヒシビオタンク
（産廃削減）
余剰汚泥を解消した排水
処理設備。

R

R

R

RR

R

R
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お客様からの商品端材回収を実施し、処理をしていく
システムの構築を同じ商品を事業とする業界団体が共
同で協力しあいながら、実施・努力をしています。
その一例が塩ビ管・継手協会の全国対応システムで
す。当協会の2009年度の推定回収リサイクル率は
55％でした。
また、プラスチック原料の配合やリサイクル原料の
製造を行っている菱栄社では、塩ビリサイクル原料の
配合検討を行い、安価で安定した生産を可能とする塩
ビリサイクル原料の配合を確立し、三菱樹脂から発生
する塩ビのスクラップを有効活用することで三菱樹脂
の省資源活動に貢献しています。

農業用フィルムリサイクル促進協会（前身は1999年
7月設立の農ビリサイクル促進協会）の一員として、
農業用フィルムのリサイクルの一層の推進に努めてい
ます。農業用フィルムは施設園芸栽培の被覆材として
50年以上の歴史を持っています。なかでもほぼ同じ
材質で作られている農ビは、回収後マテリアルリサイ
クルし易い特徴を持ち、リサイクル率が約69％（農
業用フィルムリサイクル促進協会ホームページ資料よ
り）になっています。

アルポリック（アルミ樹脂積層板）廃材の再生処理に
ついて、特定の産業廃棄物として「廃棄物の処理及び
清掃に関する法律第15条の4の3第1項」の規定に基
づき、2004年6月に環境大臣の認定（広域認定制度）
を受け、全国から当社製品の廃材回収を行い再資源化
を進めています。回収された廃材は、金属積層板を分
離する技術で金属面材と樹脂芯材とに分離し、金属面
材は再溶解、圧延してアルポリック用面材として再利
用します。樹脂芯材は粉砕して芯材原料として再利用
します。

リサイクルへの配慮

協会対応型　塩ビ管・継手端材回収システム　

協会対応型　農業用フィルムリサイクルシステム

広域認定制度活用　アルミ樹脂積層板リサイクルシステム

出典：農業用フィルムリサイクル促進協会ホームページ

アルポリックのリサイクルフロー（ホームページより）

ヒシパイプのリサイクルシステム（カタログより）

農業用フィルムのマテリアルリサイクルフロー
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2009年度の環境保全コストは、45.7億円で、対
前年9.2億円の増加となりました。そのなかで、
29％の比率を占めた研究開発コストは、対前年
2.0億円増の13.5億円となりました。
また、2番目に比率の大きい27％を占めた資源

循環コストは、歩留向上対策などの資源の効率的利
用コストや産業廃棄物の処理費用で、対前年3.4億
円増の12.2億円となりました。

A重油から都市ガスへの燃料の転換に加え、浅井工場の
コージェネ設備の廃止などにより、NOx排出量は減少
しました。また、ラインの増設や生産量の増加による電
気使用量の増加が一部の事業所で見られたものの、ライ
ンの統合化などによる省エネ活動や生産量の減少によ
り、全体の電気使用量は減少しました。蒸気使用量の増
加は、ラインの増設に加え、生産調整などによるライン
停止後の昇温ロスによるものです。

環境会計

環境会計集計基準

（1）対象期間：2009年4月～2010年3月
（2）投資額補正比率：

設備投資額：目的の水準に応じて
0.1，0.5，1.0で按分
研究投資額：目的の水準に応じて
0.1，0.3，0.5，1.0で按分

＊環境省環境会計ガイドラインに準ずる。

リサイクルによる有価物の売却額や原材料費の削減
額などを合わせ15.6億円となりました。

環境保全コスト 単位：百万円

対象範囲：三菱樹脂14事業所と生産関係会社20社の34事業所

主　な　内　容�
�

大気、水質、土壌汚染防止�
温暖化防止�
資源有効利用、廃棄物減量�
　�
廃材回収など�
環境システム、環境教育�
環境配慮型商品開発�
緑化、情報開示�
土壌汚染修復�

分　　　　　類�
�

事業�
エリア内�
コスト�
�
上・下流コスト�
管理活動コスト�
研究開発コスト�
社会活動コスト�
環境損傷コスト�

�
投資額�

308�
141�
428�
877�
13�
27�
0�
0�
0�

917

�
費用額�

538�
449�
875�
1,862�
196�
361�
1,146�
77�
12�

3,654

�
投資額�

552�
821�
216�
1,589�
132�
24�
0�
1�
7�

1,753

�
費用額�

652�
498�
1,219�
2,370�
170�
408�
1,347�
4�

275�
4,574

�
費用比率�

14％�
11％�
27％�
52％�
4％�
9％�
29％�
0％�
6％�

100％�

公害防止�
地球環境保全�
資源循環�

合　　　　計�

小　　　　計�

20092008

環境保全効果（事業エリア内効果）
効果の内容�
ＮＯx排出量�
ＳＯx排出量�
煤塵排出量�
ＢＯＤ排出量�
ＣＯＤ排出量�
CO2排出量�
電気使用量�
燃料使用量�
蒸気使用量�
用水使用量�
廃棄物発生量�
単純焼却・埋立処分量�

単位�
トン�
トン�
トン�
トン�
トン�
トン�
千ｋWｈ�
トン�
トン�
ｋｍ3�
トン�
トン�

2008�
118�
9�
12�
27�
18�

270,216�
575,987�
27,006�
377,029�
15,988�
43,609�
622

2009�
93�
10�
11�
24�
13�

311,550�
551,259�
26,717�
402,002�
14,694�
45,457�
495

増減�
-25�
1�
-1�
-3�
-5�

41,334�
-24,728�
-289�

24,973�
-1,294�
1,848�
-127

環境保全経済効果 単位：百万円

リサイクルによる有
価物の売却額�
原材料費の削減額
省エネルギー費用削減�
用水費用削減額�
廃棄物処理費用削減�
環境損傷対応費用の節減�
その他費用の節減�

小　計�

収益�
�
�
�

費用�
節減�

2008�

711�
�

383�
102�
449�
17�
0�
13�
964�
1,675

効果の内容�

合　計�

2009�

465�
�

372�
107�
468�
130�
0�
12�

1,090�
1,555

増減�

-246�
�

-11�
5�
19�
113�
0�
-1�
126�
-120

環境投資総額と環境比率
項目�

総設備投資額�
環境投資額�
環境比率�

2008�
18,077�
917�
5.1

単位�
百万円�
百万円�
％�

2009�
28,237�
1,753�
6.2

増減�
10,160�
836�
1.1

環境会計の集計基準

環境保全負荷量ではNOx排出量が
減少、エネルギー使用量では電気
使用量が減少

環境保全経済効果額は15.6億円

環境保全コスト合計45.7億円
研究開発コスト13.5億円
資源循環コスト12.2億円
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2009年度は研究開発コストや土壌汚染修復コスト

などの増加により、環境保全コストは前年度9.2億

円増の45.7億円、対売上高比率は1.46と2008年

度に比べ0.4ポイントの増加となりました。しかし、

新商品開発研究などによる効果は実際の環境保全経

済効果に結びつかないこと、リサイクルによる有価

物の売却額などが減少したことで、環境保全経済効

果額は15.6億円と2008年度に比較して約1.2億

円減少しましたが、経済効果額対売上高比率は

0.50と、2008年度に比べ0.02ポイントの増加と

なりました。

また、環境保全にかけたコストが、そのメリット

である環境保全経済効果にいくら対応しているかを

表す指数として、対環境保全コスト経済効果率があ

ります。

環境保全コスト増に対して経済効果額が減少した

ことで、対環境保全コスト経済効果率は0.34と、

2008年度に比べ0.12ポイント減少しました。

※対環境保全コスト経済効果率

＝環境保全経済効果額／環境保全コスト

（経済効果額にはみなし効果は含みません。）

2009年度はコストは増加、環境保全経済効果額は減少、
対環境保全コスト経済効果率は0.34と減少

土壌汚染修復コストは、2008年度比で約2.7億円

増となりました。その事例の一端を紹介します。

国内における当社および関係会社の生産拠点の土

壌汚染調査の実施状況については、2008年度末ま

でに29生産拠点中25拠点の調査を終了していまし

たが、2009年度においては、残る4生産拠点の自

主調査を完了しました。（調査実施率100％）

その結果、生産拠点については、問題がないこと

を確認いたしました。なお、長浜工場の場外に保有

する土地における調査結果については、既に2009

年7月に公表をしておりますが、地下水の自主調査

を行った結果、一部でPCB含有油を検出しました。

PCB含有油については、当社保有の敷地外へ拡

散していないことを確認いたしましたが、所管行政

機関、近隣の皆様とも協議し、今後の拡散防止対策

として遮水壁を設置いたしました。

今後も、自主モニタリングの継続、詳細調査の実

施など、さらに万全の対策を期していきたいと考え

ています。

土壌汚染修復コスト事例

環境保全コスト対売上高比率 経済効果額対売上高比率 対環境保全コスト経済効果率

注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。

環境保全コスト額は45.7億円、
対売上高比率は1.46

環境保全経済効果額は15.6億円、
対売上高比率は0.50

環境保全コストが増加、経済効果額が減少し、
対環境保全コスト経済効果率は0.34と減少

0.6�

0.4�

0.2�

0.0

グループ国内生産拠点場所土壌汚染調査実績

注：（2007）は統合前の各社データの集計値です。
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三菱樹脂グループでは、工場内に常駐する協力会社
を含めて一体となった安全衛生活動を展開していま
す。
2009年度は、昨年度から継続している新安全パ

トロールの全社展開が効果を上げ、国内では休業件
数３件、休業度数率0.28と、2008年度に比べる
と格段に向上という結果が出ました。
「設備の本質安全化」を強化するために、今年度

は昨年より具体化を検討してきた新安全パトロール
指摘・判定基準を制定し、実際の運用に移しました。
これにより、休業災害ゼロの実現に向かって一層

の加速がつきました。休業度数率の改善向上は、そ
の効果が現われはじめたものと見られます。

労働安全衛生活動

新安全パトロールなどが効果を発揮し、休業度数率が0.28に向上！

国内三菱樹脂グループの休業度数率推移

注：（2007）は統合前の各社の集計値です。
プラスチック製品製造業：厚生労働省労働災害統計より

1.44
1.24

1.19

三菱樹脂グループ（国内）�
プラスチック製品製造業�

設備の稼動前に運転と作業の安全を確保するために
は、設備安全診断による安全性チェックと改善が不
可欠です。
1995年度に制定し発展運用してきた「新設およ

び改造設備の安全診断要領」は、2007年度の改訂
により設備の対象を、部分的、小規模なものまで範
囲拡大してきましたが、2009年度には、新安全パ
トロールの方式を取り入れて、稼動開始許可の判定
基準を明確にして運用を開始し
ました。
これにより、設置設備の本格

生産稼動に入るまでに少なくと
も重大な危険箇所は対策され、
安心・安全な環境で生産開始す
ることになります。

「設備の安全診断」への新安全パトロール方式採用による本質安全化推進

稼動開始判定承認の記録様式

2009年11月12日
山東工場での
設備安全診断
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「なんとしても重大災害を撲滅したい！」という
想いからはじまった新安全パトロールは、2009
年度で6年目となりました。
2009年度は、昨年度同様、各部門での、現場
ヒアリングを重視して作業場の危険箇所の徹底的
な洗い出しを行い、全社平均での評価レベルで年
度目標の「B」を達成しました。
そこで抽出した箇所については、計画的な改善
実施とフォローを継続しています。
また、実施にあたっては、過去6年間継続実施
に基づくパトロールでの抽出と対策のノウハウを
盛り込んだ「指摘・判定基準」により、洩れなく
着実に対策を打ってきているので、現場における
安全性向上の実感は、より確実なものになってき
ています。

新安全パトロールでは全グループで年度達成目標をクリア

設備の本質安全化を目的として、新安全パトロールにより重大
災害発生に対するハード面での対策は打ってきましたが、軽微
災害については、有効な対策や顕著な削減には至っていません。
一方、現場管理基準7点セット（G7）活動は、自分たちで決
めたルールを確実に守るという観点に立つソフト面の対策です。
2008年度には全社展開して、現場の安全活動の基盤として
定着が進んでおり、さらにこの活動が進むと、現場での位置決
めが進むことにより、安全だけではなく、品質や工程の改善に
まで効果を出す部署も出てきています。

現場管理基準7点セット（G7）活動も全グループで基盤強化に寄与

2009年11月6日
郡山製造所パトロール風景

2009年12月1日
菱琵テクノ社 長浜製造所

パトロール風景

チューブ課

ヒシレックス課

ダイアミロン課

工場長指導会（長浜工場・浅井工場）
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設備の本質安全化をめざしていくという新安全パト
ロールは、すでに三菱樹脂グループ全体に浸透して
います。2009年度は、関係会社においても、年間
を通して当社と同じペースでの実施となり、その実
績は、関係会社18社で、延べ112部署実施となり
ました。
製造現場での機械への挟まれ、巻き込まれによる

重大災害の発生はこのような改善活動の進捗に伴っ
て減少傾向で推移しています。

グループ会社のRC活動

国内関係会社新安全パトロール

昨年度発足しましたダイアモールディングスロバキ
ア（DMS）社を含めて、海外関係会社全8社にお
いても、毎年定期的に新安全パトロールを実施し、
その結果に基づいて、国内と同様に安全化改善活動
を活発に進めています。

海外関係会社新安全パトロール

軽微な災害についても撲滅を目指して活動を進めて
います。
その方法としてはじめた、現場管理基準7点セッ

ト（G7）は、今や製造現場における情報と課題を
共有するための重要なツールとして発展してきてい
ます。
グループ会社各社は、それぞれ独自にユニークな

活動を展開して、職場の管理基盤をより確実なもの
にすることを進めています。

現場管理基準7点セット（G7）の展開活動

菱琵テクノ社

東洋化学産業社

DMS社（高所作業）

MFE社（包装工程）

MFI社（クリーンルーム）

菱興プラスチック社「教育しない教育」

MKVドリーム社「いち押し4コマ劇場」

羽生プラスチック社活動板最優秀賞



2009年11月13日、三菱樹脂本社会議室におい

て、「三菱樹脂グループ第2回安全大会」が開催さ

れました。

本安全大会は、新生・三菱樹脂グループが、ひと

つの大きなまとまりを持つ会社組織として活動しは

じめた結果を示す重要な大会となりました。

大会には、三菱ケミカルホールディングス社

（MCHC社）からもご来賓を迎え、当社経営幹部を

始め、各工場長、関係製造会社社長の出席のもと、

盛大にとり行われました。

大会では、当社吉田社長からの大会挨拶につづき、

矢野所管常務からグループ安全成績の推移、安全活

動への取組方針などの説明のあと、参加工場・グル

ープ会社を代表して、当社上田工場、東洋化学産業

社、太洋製膜社、当社平塚工場から、それぞれ各場

所の「安全強化策」をテーマに、活動実績内容の紹

介を含めた力強い報告が行なわれました。その後、

「類似災害を撲滅させるにはどうすればよいか」を

テーマとするパネルディスカッションが、中村長浜

工場長を司会とし、荘司上田工場長、岩元羽生プラ

スチック社長、藤見東洋化学産業社長をパネラーと

して活発に行われました。

安全大会

吉田社長挨拶

安全大会全景

矢野常務取組方針説明 類似災害撲滅をテーマにパネルディスカッション

上田
荘司工場長

太洋製膜社
長谷川社長

東洋化学産業社
藤見社長

平塚
木戸工場長
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